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モーツァルト Mozart
ディヴェルティメント ニ長調 K136
Divertimento D-Dur K136 (125a)

ハイドン Haydn
交響曲第52番 ハ短調 Hob.I-52
Symphonie Nr.52 c-Moll Hob.I-52

A.ペルト Arvo Pärt
主よ、平和を与えたまえ
Da pacem Domine (2006)

シャイト Scheidt
4声の悲しみのパヴァーヌ イ短調
《音楽の戯れ》より SSWV42
Paduan dolorosa à 4 a-Moll
“Ludorum musicorum” SSWV42

ハイドン Haydn
交響曲第44番 ホ短調 Hob.I-44 
《悲しみ》
Symphonie Nr.44 
e-Moll Hob.I-44 “Trauer”
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Friday, 13 December 2024 19:00 TOPPAN HALL
19:00開演 トッパンホール

発売：8月28日 水  ［会員：8月24日 土］
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Ⅰ

　ハイドンへの深い愛と斬新な解釈でハイドンの
イメージを刷新しつづけるジョヴァンニ・アント
ニーニが、手兵の一つであるイル・ジャルディー
ノ・アルモニコと来日するという。この絶好の機
会を捉え、念願だったハイドンの交響曲の魅力を
日本の聴衆に体感してもらいたい！と彼らとのハ
イドン公演を企画した。このコンサートは、12

月のコパチンスカヤ＆カメラータ・ベルンと並ん
で、2024/25シーズン前半で私が最も期待して
作った公演であり、チャレンジングなコンサート
とも言えよう。
　アントニーニとアルモニコのコンビによるハイ
ドン演奏は、従来我々が抱いてきた、「どれも似
通っていて…」「少し退屈な…」「整然と描かれて
いるけど覇気の無い…」といったハイドンのイ
メージを根本的に覆す。その音楽には生命力が漲
り、破格の躍動感と深い抒情が満ち溢れ、これま
でハイドン作品において見落とされがちだった
「人間臭さ」を、余すところなく堪能できるのが
最大の特徴。結果として、ハイドンの熱い想いや
音楽に託した願い、さらにはあたかも隣にいるか
のように細やかな息遣いまでが、「額縁」を飛び
出して活き活きと眼前で繰りひろげられ、まるで
初演に立ち会っているかのようなVividな感覚で
体感できる。まさにSturm und Drang！ そうハ
イドンの交響曲には、人生の喜怒哀楽すべてが疾
風怒濤のごとく渦を巻いているのだ！
　私は、ぜひそんな衝撃をお客さまと共に体感し
たい！と、ハイドンの交響曲を2曲以上入れたプ
ログラムを！とリクエスト。それに対しアント
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ジョヴァンニ・アントニーニ指揮

conductor

ニーニとジャルディーノ・アルモニコからは、
ヨーロッパで高い評判を得ている“Trauer”と題さ
れたプログラムを提案してきた。「うーん、これ
はさすがに渋い。渋すぎるかも…」と躊躇してい
たところ、コンサート冒頭に、モーツァルトの
《ディヴェルティメント K136》を加えた案を再
度提案してくれた。日頃日本で耳にしている数多
の演奏と、彼らのアグレッシブで躍動感あるアプ
ローチとの違いを体感するにはまさにふさわしい
導入で、刺激的な幕開けとなるに違いないと、最
終的にこのプログラムを受諾することとした。
　さぁ、あとはいかにみなさまにトッパンホール
に足を運んでいただくかにかかっている。幸いに
もこのコンビは、2014-32年の間に全交響曲を演
奏会で取り上げ録音するという〈Haydn 2032〉
と題されたビッグプロジェクトを敢行中。多くの
CDが既に発売され、様々なYouTube映像でその
演奏を視聴することができる。このチラシを手に
取られた方は、ぜひともそれらの映像に目をとお
して、ご来場を決めていただきたい（il Giardino 

Armonico haydnで検索してみてください）。お越
しいただけたお客さまにはきっと、想像以上の興
奮や発見の数々、心に残るスペシャルな体験をご
提供できると思う。
　ハイドン再発見！ いや再創造！ ジョヴァン
ニ・アントニーニ率いるイル・ジャルディーノ・
アルモニコがあなたのハイドンのイメージを刷新
し、日本にハイドン旋風を巻き起こす！

プログラミング・ディレクター
西巻正史

額縁から飛び出したハイドン！それはあまりにも人間味にあふれ魅力的な人だった…


